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本
号
は
中
野
三
敏
氏
御
所
蔵
の
蒔
田
必
器
宛
書
簡
約
百
通
の
う

ち
、
先
ず
十
七
通
を
掲
載
す
る
。
原
簡
は
名
古
屋
の
古
書
陣
飯
島

書
店
よ
り
一
括
し
て
購
入
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
他
、
出
所

な
ど
の
経
路
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。
各
書
簡
は
装
訂
さ
れ
ず

に
、
原
状
の
か
た
ち
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
差
出
人
の
署
名
の
あ
る
も
の
の
み
を
選
び
、
便
宜
上
一
ー

十
七
の
番
号
を
付
し
た
。
そ
の
他
の
書
簡
は
次
号
以
下
に
掲
載
す

る
予
定
で
あ
る
。

蒔
田
必
器
は
伊
勢
の
書
家
で
、
必
器
は
そ
の
字
、
名
は
器
、
通

称
喜
兵
衛
、
亀
六
、
号
暢
斎
、
金
陵
、
彪
山
、
鴻
雁
堂
な
ど
。
そ

の
事
蹟
は
未
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
殆
ど
唯
一
の

必
器
の
伝
と
言
っ
て
よ
い
三
村
竹
清
「
田
必
器
」
（
「
伝
記
」
四

ノ
六
昭
和
十
二
年
六
月
、
の
ち
日
本
書
誌
学
大
系
23
『
-
―
一
村
竹

雅

俗

の

会

名

家

書

簡

披

展

清
集
』
四
「
近
世
能
書
伝
」
に
再
録
）
に
は
、
伊
勢
神
宮
祠
官
竜

氏
に
御
師
と
し
て
仕
え
て
江
戸
京
都
を
奔
走
、
そ
の
職
務
柄
、
文

人
名
家
と
の
付
き
合
い
も
広
い
と
し
、
高
芙
蓉
な
ど
と
の
交
際
を

指
摘
す
る
。

沢
田
東
江
の
『
来
禽
堂
法
帖
』
（
安
永
八
年
序
刊
）
に
就
け
ば
、

東
江
門
人
と
し
て
必
器
の
名
が
見
え
て
お
り
、
即
ち
明
和
六
年
版

『
古
今
諸
家
人
物
誌
』
に
言
う
よ
う
に
、
書
は
所
謂
「
古
法
書
」

な
る
書
学
を
提
唱
し
て
、
宝
暦
以
降
書
家
と
し
て
の
名
声
を
馳
せ

た
東
江
に
学
ん
だ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
説
に
河
崎
南
泉
門
と

も
伝
え
る
が
（
『
宇
治
山
田
市
史
』
）
、
こ
れ
は
伊
勢
に
お
け
る
師

弟
関
係
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
古
今
の
書
跡
を
考
究
し
て
、

編
著
と
し
て
は
『
集
古
妙
蹟
』
（
八
巻
補
遺
一
巻
五
冊
、
享
和
三

年
序
、
文
化
五
年
刊
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
諸
葛
監
に
南
頻

連

載

そ

の

六
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（
封
）
山
田
妙
見
町
小
田
橋
ヨ
リ
南
汀
入

蒔
田
亀
六
様

川

書

菜

ノ

種

添

西
村
四
郎
右
衛
門

3
 

西
村
四
郎
右
衛
門

相
叱
ョ
リ
発

流
を
学
ん
で
画
に
も
長
じ
た
。

伝
記
が
曖
昧
た
る
域
を
出
な
い
必
器
で
あ
る
が
、
安
永
・
天
明

期
以
降
の
伊
勢
を
中
心
と
す
る
文
化
圏
の
中
核
に
位
置
す
る
人
物

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
号
に
掲
載
す
る
書
簡

か
ら
は
、
杉
田
玄
白
、
安
逹
清
河
な
ど
と
の
交
誼
も
確
認
さ
れ
、

本
号
以
下
の
掲
載
が
逆
に
従
来
の
必
器
伝
の
不
明
瞭
さ
を
い
く
ば

く
か
で
も
補
い
得
る
材
料
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

書
簡
翻
字
の
方
針
は
、
本
誌
創
刊
号
の
凡
例
に
従
っ
た
。
尚
、

封
筒
あ
る
い
は
端
裏
等
に
、
宛
名
・
署
名
の
あ
る
場
合
に
は
、
本

文
に
先
立
っ
て
（
封
）
・
（
端
裏
）
と
し
て
翻
字
し
た
。
ま
た
差
出

人
の
多
く
は
必
器
周
辺
に
在
る
伊
勢
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
ろ
う
が
、

蘭
明
し
得
な
い
場
合
が
多
い
。
識
者
の
示
教
を
侯
ち
た
い
と
思
う
。

（
大
庭
卓
也
）

註

1

寛
政
三
年
、
伊
勢
外
宮
の
門
前
町
で
あ
る
山
田
町
の
一
町
と
な
る

（
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
三
重
県
』
）
。

2

勢
田
川
に
架
か
る
橋
。
参
宮
街
道
が
通
る
（
同
右
）
。

3

伊
勢
商
人
。
名
広
孝
。
四
郎
右
衛
門
は
当
主
代
々
の
通
称
。
延
享
四

年
生
、
文
化
十
二
年
八
月
二
十

H
没
、
六
十
九
歳
。
相
可
で
呉
服
商
、

紙
問
屋
、
為
替
方
を
営
ん
で
い
た
豪
商
大
和
屋
本
家
西
村
三
郎
右
衛
門

蒔
田
亀
六
様 九

月
十
三
日

任
幸
便
啓
上
仕
候
。
此
間
者
遠
路
之
慮
御
来
臨
御
揮
奄
被
成
下
千

万
恭
奉
存
候
。
則
今
日
ヨ
リ
石
エ
彫
リ
初
メ
申
候
。
誠
二
両
三
日

倣
戚
御
滞
留
何
角
御
不
自
由
御
入
可
被
成
、
殊
二
何
之
風
情
も
無

御
座
御
残
多
無
申
計
奉
存
候
。
何
卒
来
春
花
之
時
節
御
催
し
御
来

臨
奉
待
候
。
早
速
御
礼
参
上
も
可
仕
筈
二
御
坐
候
得
共
彼
是
世
事

二
被
役
不
能
其
義
、
因
幸
便
乍
乱
嘔
先
ツ
御
礼
申
上
度
如
斯
御
座

候
。
御
両
君
様
へ
も
可
然
様
被
仰
上
被
下
度
奉
頼
上
候
。
餘
ハ
近

内
奉
期
拝
顔
万
ミ
可
申
上
候
。
恐
恨
頓
首

九
月
十
三
日

夜
封
ス

西
村
四
郎
右
衛
門
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十
九
日
に
完
成
し
た
か
。

(193 x 286mm) 

の
分
家
、
大
和
兄
四
郎
右
衛
門
家
の
四
代

H
当
ヒ

（『
多
気
町
史
』）。

4
四
郎
右
衛
門
家
の
屋
敷
跡
は
上
相
可
字
町
展

一
八
九
番
地
に
あ
る
と

い
う

（同
右
）。

5

内
簡
二
よ
り
卜
月

（端
災
）
蒔
田
狐
ハ
様

百
奉
呈
。
寒
冷
御
坐
候
得
共
、
御
起
居
い
か
被
成
御
坐
哉
。

御
安
否
御
床
敷
、
去
ル
頃
よ
り
御
ね
参
上
可
仕
心
懸
中
候
得
共
、

多
事
前
後
見
合
候
而
者
出
兼
、
漸
ク
去
ル
廿
五
日
伺
公
仕
候
慮
、

折
節
御
懃
氣
被
成
御
坐
御
様
子
、
依
而
御
勝
手

n
巾
上
が
い
帰
宅

仕
候
。
失
敬
之
段
者
何
分
御
用
捨
被
成
下
度
、
右
御

C
中
上
度
乍

軽
微

金
壱
封
参
百
也

奉
呈
仕
候
。
御
受
納
被
成
下
候
ハ
添
奉
存
候
。
誠
二
九

n頃
御

来
臨
之
折
節
も
風
雨
後
二
而
、
別
而
山
中
御
馳
走
之
仕
方
も
無
御

坐
、
爾
今
申
出
、
ソ
御
残
多
奉
存
候
。
昨
廿
八

H
者
坂
藤
馬
様
よ
り

西
村
四
郎
右
衛
門

西
村
四
郎
右
衛
門
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ぼ
‘ふi
ぷ
急
峨

-
t
y
1
.
iユ必え
4
l抄
1

伐
占
被
成
下
候
誕
、
来
春
小
芳
野
花
之
時
節
御
来
臨
も
可
被
為
在

と
被
仰
下
候
。
何
分
其
節
者
御
同
伴
御
光
来
被
下
候
ハ
ヽ
、
品
二

寄
リ
下
拙
も
御
供
仕
可
申
候
。
但
し
多
事
之
義
二
御
坐
候
故
、
決

而
と
申
義
ハ
申
上
兼
候
。
小
芳
野
よ
り
初
瀬
ナ
ド
ヘ
罷
越
候
ハ
ヽ
、

能
キ
笞
散
二
可
有
御
坐
と
奉
存
候
。
碑
之
義
も
出
来
仕
申
候
。
未

ダ
得
与
建
テ
申
候
義
二
而
者
無
御
坐
候
。
見
合
せ
相
立
テ

nI申

と
奉
存
候
。
猶
来
月
中
又
ミ
見
合
せ
参
上
前
二
可
申
上
候
。
先
者

御
祀
申
上
度
趣
、
任
幸
便
乍
乱
嘔
如
斯
御
座
候
。
恐
性
頓
首

十
月
晦
日

註
1

1
品
皿
一
よ
り
、
九
月
半
ば
頃
を
指
す
か
。

2

内
宮
権
禰
宜
、
正
四
位
上
に
至
る
。
八
日
市
場
の
人
。
名
紹
明
、
字

明
卿
、
号
柳
函
。
社
多
之
水

・
氏
明
と
称
す
。
藤
馬
は
通
称
。
元
文
四

年
二
月
二
十
七
日
生
、
文
化
JL
年
卜
月
八

H
没
、
ヒ
ト
四
歳
（
『
度
会

人
物
誌
』）。

(161 x 640mm) 
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正
月
廿
日

山
中
弥
七
・
市
原
藤
七

蒔
田
喜
兵
衛
様

山
中
弥
ヒ

市
原
藤
ヒ

布
致
啓
上
候
。
未
除
寒
強
御
座
候
得
共
、
弥
御
堅
勝
被
成
御
勤
、

珍
重
奉
存
候
。
然
者
旧
冬
御
状
致
拝
見
候
艇
、
段
ミ
御
細
内
二
御

座
候
由
、
膳
方
江
も
御
内
川
仕
ぃ
被
述
、
早
速
御
紙
面
を
以
為
中

聞
、
御
仕
ぃ
附
を
も
差
出
中
候
慮
、
御
報
之
骰
者
追
而
可
得
御
慈
候

間
、
先
其
悩
差
閻
候
様
に
と
巾
聞
候
。
左
様
御
心
得
可
被
下
候
。

何
れ
跡
よ
り
御
報
可
被
申
候
。
右
者
伐
報
も
其
靭
可
差
出
候
処
、

彼
是
取
紛
及
延
引
、
御
用
捨
可
被
下
候
。
猶
追
ミ
可
得
毀
邸
候
。

御
安
否
承
知
仕
度
、
御
報
労
如
此
御
座
候
。
恐
性
謹
―-――
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“
¥
K拾
げ
だ
閉

2

っ
炒
を
勺
ル
象
・
一

?
t
t象

汐
名
な
渕
？

t

f
f
k
tと
凡

し
伶
9

冷
久
｝
灸

）
名
”
雀
ふ

t
rり
≫
ゃ
合

e

了

し
~
ふ
~
と
冷
ル
ー

,i
1
1
9加
り
ク
芯

＇
望
孔
拿
JXBL‘

(178 x 623mm) 

四

鴎

将

幸
便
御
座
候
間
、

節
奉
星
候
。
増
ミ
軽
寒
相
催
候
得
共
、
愈
御

消
安
珍
巫
之
御
巾
奉
存
候
。
随
而
小
生
不
相
変
罷
打
、
大
炭
仕
候
。

且
当
以
中
、
渥
箋
之
贈
、
殊

二
蒔
田
兄
よ
り
御
偵
性
、
千
萬
恭
奉

存
候
。
其
後
不
渡

一
報
、
失
礼
之
段
、
御
翡
免
被
下
度
＃
存
候
。

野
生
小
京
府
以
来
、
村
瀬
掃
部
中
師
家
へ
寄
宿
仕
候
。
若
長
兄
等

i
 

tれ
乃
｀

ゥ
り
々
占

”4
t百
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白
蒔
田
君
へ
中
上
候
。
束
都
二
て
も
御
咄
承
知
仕
候
所
、
中

川
長
四
郎
様
御
心
ヤ
シ
キ
由
、
何
卒
中
川
兄
之
内
、
拝
受
仕
度

奉
存
候
。
外
二
可
相
頼
所
も
無
之
候
。
藤
紙
／
枚
へ

w行
位
、

半
切
ヘ

ニ
行
位
、
細
紙
ヘ

一
1
枚
為
御
内
被
下
度
、
偏
奉
希
候
。

尚
公
之
御
れ
い
も
四
五
枚
拝
領
被
仰
付
被

F
度
奉
希
。
此
巾
者
乍

御
面
倒
、
無
御
失
念
偏

二
奉
頼
ヒ
候
。

一
、
急
段
故
、
外
者
t
1
状
も
不
差
上
候
問
、
福
地
氏
、

平
賀
理

衛
門
殿
へ
能
ミ
御
他
言
被
下
度
希
候
。
且
師
家
之
集
進
上
仕
候

問
、
御
党
可
被
成
候
。
代
り
生
之
身
分
故
、
郎
巾
物
不
自
由
、

差

上
候
品
も
無
之
、
御
」
凶
免
被
下
度
候
。
乍
採
事
前
代
い
之
市
者
奉

ロE

3
 

畑
片
兄

蒔
田
兄文

机
下

ト
月
廿

一
日

御
卜
」
凩
被
成
候
ノ

、
必
御
立
寄
被
下
度
奉
存
候
。
宅
者
烏
丸
通

二
條
上
ル
所
東
側
二
御
座
候
。
明
年
者
何
卒
参
宮
仕
度
心
懸
居
候
。

怠
代
ぃ
故
、
早
ミ
中
上
候
。
除
行
後
便
卜
萬
槻
中
残
候
。
頓
首

阻
将
以
拝

責
位

evvr
す

(160 x 2626mm) 

頼
ヒ
候
。
早
ミ
略
候
。
頓
竹

尚
こ
近
作

iirlnE
几
下
候
間
、
御
平
正
被
下
度
奉
存
候
。

"
1

村
瀬
拷
亨
。
伯
者
。
名
之
煕
、
字
廿
紹
、
通
称
掃
部

・
嘉
右
衛
門
、

号
小
病
附

・
神
州
守
。
上
岐
中
内
と
も
称
す
。
延
亨
三
年
生
、
文
政
元

年
ト
ニ
月
六
日
没
、
し
卜
三
歳
。

2

不
詳
。
但
し
端
夷
に
は

「子
敬
”
翰
」
と
あ
る
。

3
畑
井
旅
肝
。
国
学
行
。
名
正
炎
。
必
器
の
兄
。
か
保
卜
四
年
生
、
究

政
二
年
卜
こ
月
四
H
没
、
」
ハ
ト
＿一
歳
。

4

中
川
天
tfo
内
家
。
通
称
長
四
郎
、
名
天
紆
、
号
酔
汗
斎
・

三
岳
等
。

t
り
を
松
下
烏
石
に
学
ぷ
。
享
保
卜
四
年
生
、
寛
政
ヒ
年
没
、
パ
ト
九
歳
。
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上
仕
候
。
先
以
新
作
之
佳
色
目
出
度
申
納
候
。
残
寒
未
謝

候
媒
、
先
生
愈
御
安
恭
可
被
成
御
迎
腸
、
欣
躍
之
到

二
奉
存
候
。

小

f
依
侶
犬
歯
相
加
申
候
。
乍
憚
御
懸
念
被
下
間
布
候
。
且
去
冬

r'-

五

佐

藤

意

仲

『己

,4( 

叫
．

向とC
屯A

`
 

＇しI

'

L
 

中
は
時
下
不
相
應
之
冬
温
に
て
極
月
中
旬
迄
二
月
中
旬
頃
之
様
二

て
梅
花
も
狭
候
か
と
頼
居
候
所
、
急
二
厳
寒
二
罷
成
、
毎
日
之
雨

古
二

御
坐
候
所
、
年
明
候
て
冬
暖
二
罷
成
候
所
、
過
ル
ト

1

日
よ

り
残
寒
甚
布
、
時
ミ
風
雷
も
有
之
、
旧
騰

二
倍
候
寒
｀
氣
漸
此
両
一

i-

H
、
春
暖
相
催
候
得
共
、
兼
而
御
地
邊
と
ハ
相
ち
か
ひ
春
寒
乃
除

兼
候
上
地
二
御
坐
候
得
は
、
中
ミ
近
日
二
は
梅
花
な
と
疲
候
事
は

お
も
ひ
も
よ
ら
さ
る
事
二
御
坐
候
。
其
御
地
邊
は
兼
て
温
暖
之
土

地

二
御
坐
候
間
、
今
程
は
梅
花
も
散
し
ま
ひ
候
半
と
想
像
仕
候
。

京
師
へ
も
時
ミ

AJ
被
成
御
越
羨
應
此
事
二
奉
存
候
。

一
、
去
ヒ
月
五
日
当
國
卜
五
洸
小
室
と
申
所
へ
厳
束
人
涼
船
着
岸

仕
候
所
、
人
数
卜
四
人
い
づ
れ
も
廣
束
之
樵
夫
之
よ
し

二
御
坐
候
。

右

二
付
当
國
之
向
ミ
之
役
人
罷
下
リ
宜
談
等
仕
候
所
、
さ
し
て
古
回

才
之
者
も
無
之
、
少
ミ
詩
作
等
有
之
候
得
共
、
大
か
た
ハ

一
通
之

れ

二
相
見
得
中
候
。
上
ト

一
月
廿
四

n向
ミ
之
役
人
相
添
崎
腸
迄

相
送
申
候
。
当
国
は
右
様
之
義
ハ
稀
な
る
小

二
御
坐
候
故
、
國
中

之
老
若
罷
下
り
見
物
仕
候
。
久
2

逗
留
仕
候
市

二
御
坐
候
ヘ
ハ

、

華
人
も
和
人
之
言
語
ヲ
も
聞
邸
へ
お
か
し
け
に
物
の
名
な
ど
申
巾

二
御
坐
候
山
承
中
候
。
私
巾
ハ
内
外
紛
擾
罷
下
リ
不
中
候
所
、
休

節
事
ハ
罷
下
リ
、
魚
な
と
塩
に
放
候
の
を
も
ら
ひ
罷
上
申
候
°
且
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註
1

現
在
の
宮
城
県
桃
生
郡
北
ヒ
町
卜
三
浜
内
の
小
室
浜
か
。
大
槻
玄
幹

編
『
続
海
外
異
聞
』
（
文
政
十

一
年
成
）
巻
六
所
収
の
大
槻
玄
沢
録

「
広
束
涼
船
雑
記
」
に
よ
れ
ば
、
究
政
八
年
六
月
七
日
仙
台
領
本
吉
郡

+
＝一
浜
内
の
大
室
浜
へ
乗
且
十
四
名
の
広
束
漁
船
が
探
府
し
た
と
あ
る
。

さ
ら
に
同
内
は
広
東
漁
民
と
仙
台
藩
仰
志
村
時
恭
ら
と
の
布
談
に
よ
る

問
答
や
見
物
客
の
様
子
を
詳
細
に
記
録
し
、
同
年
十

一
月
二
十

一
日、

樵
民
ら
を
長
崎
へ
護
送
し
た
と
す
る
。
十
＿―-
浜
に
は
大
室
浜

・
小
室
浜

等
、
十
――一
の
浜
が
隣
接
す
る
。
猶
、
『
通
航

一
覧
』
で
は
涼
府
を
同
年

ハ
月
八

H
と
し
て
い
る
。

副
章

龍
松
氏
ハ
別
封
さ
し
述
不
申
候
間
、
可
然
様
御
他
啓
被
下
度
奉

頼
候
。
以
上

正
月
廿
五

H

蒔
田
，

L

ー
パ
様

佐
藤
意
仲

休
節
事
も
無
別
条
家
業
相
勤
罷
在
申
候
間
、
是
又
御
安
心
可
被
下

候
。
心
緒
難
中
尽
、
早
:
如
此
申
上
候
。
猶
又
追
便
可
申
上
候
。

恐
愧
謹
言

(149 X 1007mm) 

2

龍
松
愚
固
か
。
名
正
財
、
字
恒
卿
、
号
逸
皮
。
蒔
田
必
器
の
門
人
。

t
N
道
に
麻
名
で
、
又
詩
文
を
よ
く
し
た
（
『
度
会
人
物
誌
』

）。

ま
た
、

t
品
簡
十
五
に
見
え
る
安
達
研
河
編
『
褥
風
窄
』
第
二
編
に

「龍
松
正
厚

字
恒
卿
勢
州
山
田
人
」
と
あ
る
。

ー・
1
l
-り
?
t

i
ん

3
t
り力
[
A
9
切．

i

公
）
妥
万
も
叫
j

j
え
仕

ら
一
望
｝
ふ
氏
々
兄
嘉

飢
｝
’tt
含

t

俗
）
・
ツ
？
パ
タ
少
れ
ず
し
少
沼

・

り
た
デ
タ
・
ソ
砂
み
必

n
tん

々
?
ー
r
4
≫
ぐ
之
い
年
、
Pl

淡

み

4

杓
り
f
のき一

・

月
平
句
び
し
礼
，
1

花

g
t

ゎ
？
；
；
ゎ
ふ
ル
5
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み
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U
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新
年
之
御
炭
不
可
布
際
限
御
座
候
。
先
以
御
壮
剛
被
成
御
迎
陽
、

欽
＃
之
至
二
存
候
。
野
生
無
異
漸
振
齢
仕
候
。
乍
憚
伐
怠
安
思
召

可
被
下
候
。
翁
誠
其
後
は
久
ミ
御
無
下
打
過
、
扱
ミ
申
訳
ケ
も
無

御
庖
候
問
、
定
、
ソ
テ
不
実
り
思
召
之
程
奉
恐
入
候
。
営
山
何
れ

も
無
異
究
宜
敷
中
ヒ
呉
と
の
義
二
御
座
候
。
中

二
も
大
人
分
テ
｛且

敷
と
の
義
、
俯
正
様
も
去
冬
大
俯
正
二
被
恢
勅
許
候
。
右
之
祝
に

而
大
分
山
内
賑
ミ
敷
御
座
候
。
少
／
＼
御

L
京
被
成
ヌ
敗
、
奉
待

候
。
尚
期
後
喜
時
候
。
恐
性
謹
言

I 

ノ‘

蘭
漢 f

ーカ
＜
／
祁
占
げ
K心

ん
哀
ー

[-とり

t

,、名
i
g及
ー

~• 9

」,
．
；
副
i-1,

砂

れ
久
ぃ
ふ
ぉ
ー
＼
を
ぶ

i

っ：xtJ
り
げ
う
点
か

1卜i
i
い~
fヽ
ハ
ウs
J
iい
い
り

ク
／
し
灸
、
佐
ば
な
扮
ん
と
て

ィ

P
Lぷ
？
A

人

L

ー・ー［
？
・

尚
ミ
杏
庵
老
よ
り
毎
度
宜
敷
中
ヒ
呉
と
の
義

二
御
陀
候
。
以
ヒ

み
”
る
？
ぶ
吊
奏
2
仔
'
Vir

豆
1‘

る文
ぉ
着
＆
？
厄

祝左
哀
力
各
令
と

逢
納
乃
礼

"i吝ぃ

？
ぅ
条
ん
r各

1

叶
’
ゑ
今
↑
拐
ー
ィ
ルJ
佗
わ
々

咲
々
ち
五
F
丘五？

7

扁
必
杉
炉
じ
比ん
咳
立
灰

腸
齊
先
生机

下

月
卜
五

n

(326X436mm) 
闇
裕
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未
接
芳
肘
候
得
共
、

翰

啓
上
仕
候
。
先
以
伐
生
益
御
壮
健
可
被

成
御
座
、
欣
然
之
至
奉
存
候
。
鉦
去
年
よ
り
春
木
氏
へ
相
頼
御
染

七
千
頭
琢
七

批
策

gぇ
立E

れ
↑

ー

み
ー
り
ブ
ー
｛

ウクり
(

1

t
作
ら
恰

ッ祖＞

二
月
十
八
日

牧
田
”
ハ
様.

F
 

2
 

千
頭
琢
ヒ

繁
射

（
花
押
）

之
義
御
願
申
上
候
慮
、
早
速
御
許
容
御
認
被
下
、
以
御
影
千
秋

家
成
可
仕

5
千
ミ
万
ミ
隊
仕
合
奉
存
候
。
然
者
鹿
品
二
御
座
候

得
共
、
任
打
合
硯

一
面
進
献
仕
候
。
御
机
ド
ニ
も
被
差
骰
候
ハ
ヽ
、

本
望
奉
存
候
。
猶
委
槻
期
后
便
之
時
候
条
、
先
ハ
右
御
謝
詞
、
為

可
獲
均
邸
、

ぃ
候
。
栴
首
拝
ギ

註
1

春
木
房
光
か
。
外
宮
権
祢
宜
。
角
田
末
比
の

二
男
、
春
木
寄
光
の
5

嗣
。
名
未
貞
、
号
松
圃
、
辿
称
―二
郎
五
郎

・
仏
人
。
伊
勢
田
中
々
世
占

住
。
宝
府
二
年
生
、
文
化
五
年
九
月
ニ
ト
六
H
没
、
五
卜
し
歳

（『
度

会
人
物
誌
』
）
。
三
村
竹
泊

「
田
必
器
」
に
、
必
器
の
門
人
中
西
伯
圭

が

「春
木
房
光
の
五
男
金
之
助
と
い
ふ
従

f
を
迎
へ
」
た
旨
が
記
さ
れ
、

そ
の
関
係
が
窺
え
る
。

2

『
本
居
宜
長
全
渠
』
第
ニ
卜
巻
所
収

「授
棠
門
人
姓
名
録
追
加
本
」

究
政
六
年
の
条
に

「二
佐
邸
知
r
5
4
千
頭
琢
し
竹
原
繁
根
」
と
の
品

が
あ
る
。
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今
日
参
上
仕
候
媒
、
折
節
御
他
出
、
不
得
伐
謡
、
残
念
奉
存
候
。

然
者
先
日
中
上
が
皿
＾
事
、
何
卒
乍
御
苫
房
、
可
然
奉
頼
候
。
私
も

常
困
窮
故
、
其
事
を
第

一
之
あ
て
に
仕
居
候
。
兼
ミ
取
寄
度
、
其

二
而
、
哲
文
翁
方
へ
中
送
り
候
而
、
則
毀
家
へ
為
参
候
秘

二
仕
候
。

此
事
家
僕
家
内
に
も
う
す
／
＼
存
居
候
故
、
品
に
よ
り
伐
家
へ
相

呼
候
事
も
可
有
御
座
候
。
一

向
御
存
無
之
鉢
に
被
成
可
被
下
候
。

旅
中
費
用
と
存
、
兼
（
心
掛
居
候
事

二
御
座
候
問
、
何
分
宜
御

取
計
被
下
候
而
、
京
師
へ
御
送
り
被
下
候
様
、
偏
奉
頼
候
。
右
之

段
、
今
日
伐
面
可
申
候
と
存
候
而
参
上
仕
候
誕
、
不
遂
拝
屑
残
念

之
到
二
御
座
候
。
愈
一
両
H
中
出
r
圧
仕
候
。
又
ミ
以
占
中
自
原
師

可
得
伐
邸
候
。
頓
首

九
月
廿

H
夜

註
1
蘭
医
。
宇
治
山
田
の
人
。
平
秩
束
作

r
年
野
名
談
』
（
『
日
本
随
箪
大

成
』
新
版
2
の
24
所
収
）
に
は
、
「
そ
れ
よ
り
山
田
の
手
前
に
て
御
師

と
見
ゆ
る
男
、
手
代
ら
し
き
男
を
供
に
辿
れ
て
跡
先
に
な
り
行
ぬ
。

（中
略
）
御
坊
は
何
ガ
ヘ
と
叫
け
る
故
、
辻
＂

M
-
と
い
う
召
生
を

4
ね

侍
る
が
、
住
媒
は
宇
治
か
山
田
か
不
レ
存
、
中
の
市
承
り
た
し
と
い
ヘ

ば
、
そ
れ
は
山
田
な
り
。
辻
氏
を

4
給
ふ
は
杉
田
玄
伯
所
舷
の
人
な
る

へ
し
。

“I―
束
都
へ
行
て
、
土
伯
に
随
身
し
て
居
り
し
。
定
て
そ
の
節

芳
志
に
預
り
し
朋
友
な
る
ぺ
し
。
僕
は
社

い
ふ
占
也
」
と
い
う
品
事
が
あ
る
。

の
友
に
て
扇
館
館
太
夫
と

11{‘
t̀fい
，

方
ら
、

1と

望

會ク
？
だ
え
な

j
iこ
3
ー
り

i
ト

;
t房
り？ゅ

t
飲
I
ヘ

バーi
尤
？
紺
衣
又
・(

3
1

し

わ
↓
ー
-
‘
し
~
り~
<
\
t

e, 

サ
ゎ
了
々
N
、,＼
九
及
5

，分
り、

t̀
l仇
人
ゑ
さ
、
rー、

i

:

!
1
fゥ
A
や

3
?（
粋

'l-(
5
Iなし

ー

i
五
＼
な
り
し
‘ッi

ぇ万了
叉

t
れ

K)
(181X680mm) 
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？
抄
り
；
ク
）

i

り
7
?
i
今
へ：バ：

々

t
;
‘.tャ
名
を

乃
ぷ
炉
¢
ん
‘?`ぐ

↑

i'る
名

‘l

＇李
‘町

1,矛
ク
勿
ノ

み

i
◇
弘

Ifr
 

り
／

f

で
，ー

i'{lぃ

ー
、
‘

ー
1
P

幸
便
啓
上
仕
候
。
追
日
春
暖
罷
成
中
候
。
益
御
安
康

111被
成
御
座
、

珍
碩
奉
存
候
。
僕
稲
守
巾
無
巾
罷
在
候
問
‘
-11は
邸
安
思
召
可
被
下

候
。
御
帰
國
之
節
者
、
未
除
寒
甚
御
座
候
。
道
中
無
御
即
被
成
御

座
候
や
。
誠
に
此
地
に
て
は
数
／
＼
預
御
世
話
、
千
萬
恭
奉
存
候
。

御
蔽
を
以
杉
田
君
へ
日
ミ
参
上
仕
候
而
、
薬
事
手
側
、
且
会
泊
も

致
も
ら
ひ
、
追
ミ
蘭
内
の
市
も
承
中
候
。
そ
ん
し
よ
り
と
は
ま
だ

／
＼
難
小

二
而
甚
苦
申
候
。
併
四
五
月
も
耳
目
に
な
れ
候
ハ
ヽ
と

そ
ん
し
出
粕
仕
候
。
公
之
御
か
け
に
て
、
年
来
の
所
望
此
度
者
相

逹
し
可
巾
候
。
大
喜
仕
候
。
旅
宿
よ
り
か
よ
ひ
申
候
而
ハ
夜
分
に

承
申

9
出
来
か
た
＜
候
故
、
品
に
も
よ
り
候
ハ
ヽ
夏
分
に
は
寄
宿

も
仕
度
候
間
、
御
次
手
之
節
御
状
に
て
玄
白
子
へ
右
之
趣
被
仰
入

可
被
下
候
、
奉
願
候
。
此
間
賊
猫
．

一疋
生
捕
、
解
憫
仕
候
。
甚
以

能
分
り
、
面
白
市
共
御
座
候
。
ま
こ
と
に
千
占
の
俗
習
を
ま
ぬ
か

れ
候
市
共
、
披
実
霧
出
顕
慮
心
持
仕
候
。
玄
白
子
之
社
中
之
者
、

公
之
御
内
致
て
懇
望
仕
候
而
、
何
卒
御
苫
労
巾

L
呉
候
様
巾
候
。

真
楼
社
中
出
粕
之
者
共
へ

、
先
生
よ
り

時
典
人
不
浙

九

辻
喜
一
郎
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正
月
廿
九
R

蒔
田
喜
兵
衛
様

尚
ミ
近
比
乍
御
面
倒
、
玄
白

f
ヘ

様
奉
頼
候
。

右
之
文
字
占
窓
に
は
り
m叫
甲
候
様
、
被
申
出
候
故
、
幸
此
文
字
行

因
位
It]
御
取
ま
せ
被
成
、
四
枚
御
認
被
下
候
ハ
ヽ
、
千
萬
可
恭
候
。

三
枚
者
社
中
懇
望
之
者
へ
逍
候
。

一
枚
者
僕
稲
守
中
受
度
候
。
近

比
申
上
兼
候
へ
共
、
達
而
懇
望
之
者
御
座
候
間
、
何
卒
ミ
ミ
御
認

被
下
候
様
奉
頼
候
。
御
認
被

F
候
ハ
ヽ
、
稲
守
宅
へ
迄
御
述
し
可

被
下
候
。
何
分
／
＼
奉
願
候
。

束
江
先
生
占
会
之
日
、
推
参
仕
拝
見
仕
候
。
公
之
御
北
御
噺
御
座

候
。

僕
稲
守
事
、
此
迄
和
占
を
好
、
そ
の
事
而
耳
経
申
候
へ
共
、
蘭
占

に
か
A
り
候
而
は
中
／
＼
和
占
ハ
出
来
不
仕
候
故
、
修
行
中
ハ
此

事
の
み
と
心
か
け
居
申
候
。
廿
五
日
は
魚
彦
方
う
た
之
会
に
て
此

へ
は
逹
而
と
被
申
候
故
、
出
席
仕
候
。
此
節
方
／
＼
に
て
大
分
し

る
人
出
来
、
面
白
相
成
申
候
。
追
／
＼
ロ
ト
等
御
座
候
ハ
ヽ
可
中

上
候
。
先
ハ
先
頃
之
御
恐
中
上
度
、
如
此
御
座
候
。
恐
性
謹

-̂.
-E

辻
喜

一
郎

稲

（化
押
）

通
御
挨
拶
之
御
状
被
下
候

.、

｀ ‘‘ 
一白
先

nカ
ル
タ
ノ
コ
ト
被
仰
候
。
此
ノ
カ
ル
タ

「
ポ
ー
コ

」

ニ
テ
ハ
無
御
座
候
。
カ
ル
タ
プ
ー
ク
と
中
候
由
承
候
。
プ
ー
ク

且
冊
之
小
。

註
1

杉
田
玄
白
。
蘭
医
。
享
保
卜
八
年
生
、
文
化
卜
四
年
四
月
十
ヒ
H
没
、

八
卜
五
寂
゜

2

玄
白
の
家
熟
名
。

3

沢
田
束
江
。
偏
者

・
8
家
。
亨
保
卜
し
年
生
、
窃
政
八
年
六
月
卜
丘

日
没
、
六

t
五
歳
。
明
和
四
年
、
山
県
大
弐
巾
件
に
辿
座
し
、
以
降

「東
郊
」
よ
り

「東
江
」

へ
と
改
名
。
蒔
田
必
器
も
束
江
に
占
を
学
ん

•
こt゚
 

4
柑
取
魚
彦
。
国
学
者

・
歌
人
。
亨
保
八
年
生
、
天
明
二
年
三
月
一ー
ト

三
H
没、

六
卜
歳
。
奴
茂
真
甜
に
学
ぶ
。
明
和
二
年
、
下
総
よ
り
江
戸

に
移
住
し
た
。

＿
ふ
そ
た
り
，
沈
グ
け
ぃ

9

し
久
n
'
9
-
：
.
r
:
•
‘
r
:
i
t

ヵ
f
T
I
ク

サ
:
`
l
t
ら
、
プ
ー
ク
ー
ル

‘j
、

牙
！
社

iti.＼
7
iり

諄
：
っ
↑

し`心

“_-Lあ
・
糸
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占

え
と
ぢ
り
｀
＼
r

ク
バ

多
灯
砂
t

、
ー
L
會
な
ゎ
叶

t
万立

召

ら

み
け
1
如
り

＂ふ
り

盈
？
紗
哀

乃
＼
泊
戸
愴
r
I

ふ＇心

劣

t‘
7曳

ッ
往
伶
‘

＼
ぅ
バ
ー
り
在
’
；
が（

伐
酬
巾
上
度

t
り候
。
追
H
昂
気
甚
御
匝
候
慮
、
益
御
安
康
奉

賀
候
。
常
方
無
異
罷
在
候
。
御
安
慈
可
被
下
候
。
先
逹
而
差
上
候

rt1状
、
両
度
共
相
逹
し
、
御
披
見
之
上
、
宇
江
田
方
へ
も
御
出
候

哉
。
御
喧
説
何
角
御
肛
梢
を
以
、
親
も
ほ
と
け
候
而
、
常
年
中
は

留
り
候
様
相
成
、
宮
巾
候
。
先
日
其
御
礼
か
た
／
＼
、
れ
り状
差
ヒ
候
。

定
而
此
節
ハ
相
逹
し
可
申
と
奉
存
候
。
骰
用
之
市
も
御
心
栃
被
下

候
。
先
逹
而
も
中
入
罰
候
小
御
座
候
。
近
こ
ろ
中
ヒ
兼
候
へ
共
、

御
序
の
節
、
又
ミ
御
説
な
た
め
可
被
下
候
。
只
役
川
二
こ
ま
り
人

申
候
。
外
治
道
具
、
楽
箱
等
こ
し
ら
へ

、
甚
こ
ま
り
居
候
事
御
座

候
。
御
憐
察
可
被
下
候
。

一
、
東
池
方
へ
之
御
送
り
物
恭
か
り
宜
中
ヒ
呉
候
へ
と
中
居
候
。

小
楷
之
方
は
環
甚
所
望
に
て
、
無
理
に
う
は
ひ
取
中
候
。

一
、
備
急
之
薬
品
承
知
仕
候
。
追
ミ
吟
味
仕
、
御
出
ま
て
に
調
骰

サ

フ

ラ

ソ

3

可
申
候
。
泊
夫
藍
之
功
能
を
ば
、
シ
カ
、
ト
カ
ー
ム
ル
と
申
内
に

て
翻
訳
仕
が
い
候
。
後
便
に
入
買
既
可
申
候
。

一
、
南
京
涼
船
之
願
答
内
、
別
紙
入
御
貌
候
。
則
扇
面
之
内
も
も

ら
ひ
中
候
か
、
恐
Tt
り
に
て
は
御
座
候
へ
共
、
宜
義
唐
な
る
総
御
座

候
。
こ
れ
は
当
秋
可
入
匹
党
候
。
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(180 x 560mm) 

註
1

1
b
簡
八
・
九
と
の
布
跡

・
内
容
の

一
致
よ
り
辻
社

一
郎
と
判
断
。

2

細
字
の
楷
Itu

。

3

「
泊
夫
藍

ラ
テ

ィ
ソ
語
サ
フ

ラ
ソ
」
（
『
物
類
品
随
』）

4

ウ
ォ
イ
ト
編
の
医
学
辞
占

『
医
薬
宝
函
』
の
蘭
訳

『
G
o
z
o
p
h
y
l
a
c
i

u
m
m
e
 e
 
c
o
 ,
 
p
h
y
s
i
c
u
m
,
 of 

s
c
h
a
t
 ,
 
k
a
m
e
r
 d
e
r
 
g
e
n
e
e
s
 ,
 
e
n
 

n
a
t
u
u
r
 ,
 
k
u
n
d
i
g
e
 z
a
a
k
e
n』
。
一

ヒ
四

一
年
初
版
。
初
期
蘭
学
者
に

よ
く
知
ら
れ
、

『
和
蘭
医
市
問
答
』
所
収
安
永
二
年
正
月
の
建
部
泊
庵

あ
て
杉
田
玄
白
答
Irビ
に

「

O
ゥ
，
ヰ
ト

シ
カ
ッ
ト
カ
ー
ム
ル

〈
内
外
医

法
集
成
の
占
＞」

と
あ
る

（鈴
木
広
光
氏
示
教
）。

5

安
永
九
年
四
月
晦
日
、
安
房
国
千
介
浦
に
南
京
船
が
標
府
し
て
い
る

（『
通
航

一
覧
』
巻
二
百
三
十
二）。
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十
一
上
妻
宗
雪

改
歴
之
佳
祥

□

出
度
申
上
候
。
昨
公
愈
益
御
梢
晏
二
而
被
栃
化
年

候
む
り
奉
遠
察
候
。
野
拙
並
賤
息
、
共
二
無
即
碍
加
駄
年
候
。

乍
恐
被
凋
毀
廊
間
敷
候
。
陳
ハ
先
年
拝
謁
之
靱
、
鄭
爪
御
厄
情
之

段
難
布
候
。
品
夕
も
菜
忘
不
仕
候
。
且
拝
而
之
後
、
江
都
江
粁
仕

候
而
、
暫
馬
喰
町
二
借
宅
致
居
候
慮
、
寒
究
此

L
な
く
、
折
節
親

好
も
有
之
候
而
、
其
冬
、
浅
収
三
軒
町
汀
罷
越
、
悶
道
致
、
ソ
候
処
、

註
1

現
在
の
東
京
都
中
央
区
日
本
摘
馬
喰
町

—
·

2

汲
古
卜
三
問
町
。
現
在
の
東
京
都
台
東
区
田
門

目
、
駒
形
目
。

正
月

蒔
田
抱
六
様

尚
ミ

一 目

゜

寺
二
て
往
ミ
共
験
打
之
候
二
付
、
只
今
ハ
抱
厨
も
相
應

二
而
月
日

送
り
居
候
。
此
段
何
條
巾
上
度
候
へ
共
、
幸
便
無
之
二
付
、
口
芹
ぼ

不
仕
候
。
此
段
兵
平
御
而
容
llJ
被
成
下
候
。
賤
息
骰
、
此
地

n

罷
越
候
後
ハ
誼
内
無
由
断
、
且
撃
剣
も
心
懸
、
野
拙
朝
夕
加
心
候
。

此
段
左
様
二
思
召
可
被
下
候
。
乍
憚
、
上
部
氏
様
江
も
、
御
序
之

節
御
訊
問
奉
頼
上
候
。
除
ハ
繁
緒
、
以
再
可
中
上
候
。
猶
又
咋

公
御
自
玉
専
二
伶
祈
念
候
。
恐
ミ
不

n

k
及
宗
叩
ー

n、
紆
四

r
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戌予
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斗
名
劣
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り
ザ
忠
灼
彦
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ふ
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店
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凸

ら麿心
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ゅ羞
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9
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(154 x 1143mm) 

元

え”ー・
的冷‘、バ
＂
林

12ん
仕
瓜
絃
る

え
戊
入
、名
芯
‘
茂
ヽ

i

闊
八
賃
菟
（
タ

lfJ夕＼ク
え

B
宅
箔

み
ふ
斉
‘;ァ]をそらく

”

松晶
‘●,t?ン

々
ル
？
mり
含
、
プ
粁
勺

及
＆
Q
ク
烙
羞
唸

り`
1
路
み
ふ
呵
3
ぃ
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我
丸
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＼
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十
9
和
月
廿
八

II

蒔
田
喜
六
様下

伊
勢
屋
市
兵
衛

其
後
者
御
無
音
打
過
候
。
先
以
甚
寒
之
靭
二
御
座
候
得
共
、
愈
御

荘
栄
可
被
成
御
座
珍
重
二
奉
存
候
。
甜
而
詣
方
無
難
罷
在
候
。
乍

憚
御
心
易
思
召

WI被
ド
候
。
然
ハ
此
節
澤
山
成
品
ミ
候
得
共
、
水

菜
少
々
足
上
申
候
。
御
笑
受
IIJ
被
下
候
。
折
節
ハ
It
は
中
を
以
も
御

吟
可
申
上
候
処
、
家
事
取
込
失
礼
已
而
罷
過
候
。
此
段
御
用
捨
可

被

F
候
。

H
ミ
寒
気
相
削
候
。
御
自
愛
可
被
下
候
。
右
御
見
舞
労

如
此
御
座
候
。
恐
性
謹
．．
． 
↓
 

伊
勢
歴
市
兵
衛

此
節
藤
田
様
御
上
が

二
付
御
地
御
辿
中
御
酒
會
之
御
野
、
常
以

秋
熊
御
登
山

・
岐
阜
御
遊
楽
之
御
物
語
、
御
浦
山
敷
級

二
奉
存

候
。
此
度
御
所
御
願
筋
打
之
候
処
、
御
存
分
二
相
調
候
由
御
大

慶
之
御
義
二
御
座
候
。
定
而
御
帰
沿
之
後
、
御
悦
之
御
洒
會

ltI

有
御
座
と
御
察
中
上
候
。

(159 x 701mm) 

註
1

迪
江
国
周
智
郡
犬
居
村
（
現
静
岡
県
局
智
郡
春
野
町
）
に
あ
る
山
。

同
山
秋
薬
寺
に
ま
つ
ら
れ
た
秋
艇
山
三
尺
坊
大
権
現
は
火
防
の
神
と
し

て
儲
仰
を
集
め
た
。

ダ
伐
…
翠
ど
・み
ら

シ
？
仄
虐
．ん
ゲーぃ；＇
升

•

あ
瓜
ソ
ゑ
象

合
兄
I
勺

杭
々

rf'り惰
噂
ご
‘?IJ

苧
茄

t{芥
？
か

ゑ

‘
·が
＼

~？

3
3
咳
ぃ
岱

ふ

門
●
●

iA
r；
ゎ
ク
り‘

7

尚
ミ
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ク
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t

乞
し
”
為
‘
杉
厄

へ9
J
t/T‘
.、(
9
、
さ
と
レ

ゎ
戊
／L
e
h
/ヘレ
・?＇）

な

2
約
｀
閃
ヮ
に
公
し

1
心”

．公

えは
i
アツ
ー
？
屑
免

f

?
tわ
各

れ

桑
IIん
1
:

冷
昇
J

ぷ
店
；
f
‘し
公
代

ふ竺
ぷ
{iiク{
.
乃

rtf咋
ゥ
れ
屁
ゑ
ー
克

ふ
ん

tいぶふ～
L

t

1

メ
危

＼
へ
ふ
t
c
5
\、
乞
．
ご
~

項え‘
人
？
？
牡
，
、
肱
誓

つ翌々

．‘；、クーら

十
三
伊
勢
屋
市
兵
衛

布
致
啓
上
候
。
追
ミ
秋
冷
相
催
候
艇
、
弥
御
勇
健
可
被
遊
御
座
、

珍
屯
御
脱
奉
存
候
。
然
者
此
問
巻
物
御
差
岡
之
通
り
文
し
や
新
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々 マつ り
し-

ノ
方
へ
相
甜
仕
、
則
一三
叩
方
二
而
仕
立
さ
せ
中
候
様
仕
候
。
右
者

御
差
直
御
座
候
へ
共
、
三
百
疋
二
而
者
出
来
兼
中
候
。
五
面
疋
と

中
市
御
座
候
慮
御
叫
申
居
候
得
者
延
引
相
成
巾
上
候
間
、
金
せ
片

二
而
相
誼
仕
候
。
左
様
思
召
御
承
知
可
被
下
候
。
則
＾
新
殿
方
よ

り
―――
補
へ
相
頼
申
候
。
右
中
上
度
早
:
如
斯
御
座
候
。
恐
性
謹
言

い
せ
屋
市
兵
衛

八
月
十
九
日

蒔
田
先
生参

rノ

リク囮
f
け
姜
屡
し

喜

斤
tf！
氾
召

三
る
キ
i
切

＼

,
gて＼
乃
葬
＂
ん
/

パ
了

厄
り

含
＼
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x
 

82 

t
 

゜

f
り
ク

t”
み
J
t
i
f

-Viね
位
匂
ぺ
ぎ
し

/
 

‘:；ゐ
[

川ッ
5
り？
t

玉
出
ー
ガ
!

J
払い
'rふ
t
ゑ
仕
＂
と

332 



新
朴
之
嘉
骰
可
買
候
。
愈
無
異
愛
度
候
。
我
等
も
無
市
加
年
可
心

易
候
。
去
冬
之
以
文
歳
月
之
二
大
字
七
歳
成
手
習
始
二
は
宜
候
。

悦
餘
有
。
不
肖
子
に
は
無
之
見
得
候
問
、
粕
勤
候
へ
。
字
も
泊
習

へ
。
比
象
戯
は
止
而

n那
様
御
能
被
遊
候
ハ
少
々
習
候
へ
し
。

永
存
紐
而

□

出
度
nJ
巾
人
候
。
以
上

十
四
畑
井
旅
麿

)) 

ヽ
レ手

急

to
t
 

t佐

？
序
入
）r
¥梵)IC 

r
は

15¥、

註
2 1 

必
器
の
実
兄
。
内
簡
四
註
3
参
照
。

必
器
の
次
男
。
早
世
し
た
と
い
う

（三
村
竹
梢
「
田
必
器
」）。

3

辰
次
郎
の
姉
、
幸
か
。
必
器
の
長
女
で
蒔
田
家
を
継
い
で
婿
を
取

っ

た
。
明
和
六
年
生
、
文
政
九
年
十

一
月
朔
日
没
。
五
卜
八
歳

（同
右
）。

3
 

尚
ミ
お
さ
い
へ
も
能
巾
他
ら
る
べ
く
候
。
以
ヒ

追
而
申
入
候
。
留
毀
ヒ
伯
母
様
へ
も
度
々
遊

二
nJ
被
参
候
。
以

L
し 正

月

卜

日

正

（化
押
）

2
 

蒔
田
辰
次
郎
殿旨

畑
井
狸
兵
衛
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(293 x 393mm) 
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佐
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言嘉
様
況

喜
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＼
氾
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笈
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「：氾贔る
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（
端
裏
）
喜
兵
衛
様几

十
五
安
達
清
河

ぎ
危
る
ら
展g'L>

 

沿
了
~
入
、
る
？

’L

伯
逹
稔
い

‘gし

た、‘て
／近‘
.、うも
ふ。

先
逹
而
御
噺
申
候
向
風
帷
愈
上
木
之
栢
二
御
座
候
。
加
入
望
之
方

御
座
候
ハ
ヽ

、
夏
中
迄
二
収
稿
可
被
述
候
。
刻
代

ハ
五
絶
二
匁
、

ヒ
絶
及
五
律
三
匁
、
ヒ
律
四
匁
二
御
座
候
。
頓
首

ー

文
仲

註

1

安
逹
研
河
。
下
野
の
人
。
伯
者

・
閃
詩
人
。
名
は
作
、
文
仲
は
字
。

江
戸
で
詩
社
市
隠
片
ぷ
笠
乞
上
宰
。
亨
保
ト

一
年
生
、
究
政
四
年
閃
二
月

六
日
没
、
六
卜
し
歳
。

2

『
需
風
れ
』。

初
編
は
三
巻
二
冊
、
明
和

9
年
序
刊
。
二
編
は
四
巻

三
冊
、
天
明
四
年
刊
。
初
編
の
外
題

・
柱
題
は

「
向
風
収
」
と
あ
る
。

共
に
安
逹
文
仲
剛
定
。
伊
勢
の
人
と
し
て
は
、
初
編
に

「孫
正
」
の
じ

絶
五
竹
、
二
編
に

「
西
孝
」
の
五
律
一＿
ぷ
11
・
ヒ
律
一今
竹

・
五
絶
一
ぶ
LI
.

ヒ
絶
――
-rfヽ

，
龍
松
正
肛
」
の
五
往
二
首

・
七
律

一
首

・
五
絶

一
i
1
.

し
絶
二
ciが
見
え
る
。

h
f
で―

iv
Jヽ

．
 ．
 

・ヽぃ
し
‘`

＇ 

9

▼
 

L-

;?fiん

h
,
i

v
：
ャ
ー
杖
／
外
ー
炉
八
ル
t

ゾ

ヽ

＼

笈

"
•
I
t
,

；

ゑ
ん
ー

e
i
砂

み（
・，
令
し
か

t
ぶ
怜
＿
＿
よ

プ
紐
ー
ダ
符
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ア
工
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七
枕
工
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I
r
[ ．

 
｀
 
．．
 

讐
~

｀
 

疇

(148 x 153mm) 

335 



“
る
屈
丘
ふ
命

r
t
“
t
;＃
厄
｀

御
手
翰
麻
拝
見
、
如
仰
其
後
者
御
疎
糀
二
打
過
中
候
。
餘
寒
愈
御

消
和
奉
賀
候
。
然
者
安
達
文
仲
子
著
述
占
五
部
、
文
印
へ
御
奉
納

之
由
、
籍
中
被
悦
uJ
中
候
。
拙
者
方
へ
被
述
被
下
候
ハ
ヽ

、
可
然

取
計
可
中
候
。
御
勝
手
御
逍
可
被
下
候
。
頓
首

二
月
十
日

尚
之
先
頃
者
不
駆
之
俄
出
来
、
乍
去
早
速
相
涜
、
御
互
二
大
慶

入
御
念
候
。
御
紙
面
痛
入
奉
存
候
。
昨
日
よ
り
誕
ミ
遠
方
へ
罷

出
候
二
付
、
伐
答
延
引
御
用
捨
nJ
被
下
候
。
不
具

註
1

内
簡
十
五
註
1
参
照
。

（
端
災
）
蒔
田

“I兵
衛
様御

報

十
六
伊
原
左
膳

伊
原
左
膳

h
今ー
ーが
了
ゑ

・ルバ

if竺
竺

そ
3
今

f
iと

t五
今
る

t
ら

、

i
i
1ー
と
佐

rい
や

t
i

ー
プ
砂
を
1？
い

ぇ
？
し
そ

i4
ヵ

↓
よ

-I 

ー

．i
ャそ

陀
社
炉
S
鱈

(158 x 560mm) 
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御
手
紙
恭
奉
説
、
御
風
邪
御
快
升
二
布
之
候
由
、
恭
点
り奉
存
候
。

名
前
之
義
、
随
分
rn
吝
候
。
則
未
へ
認
巾
候
寄
附
人
之
中
へ
名
前
内

入
巾
候
二
付
、
除
巾
候
。
勧
進
い
た
し
候
者
、
寄
附
之
方
二
名
前

（端
災
）
存
兵
衛
様几

下

十

七

次

郎

大

夫

:位
Ji鳩了

t

仔
•L

し
そ
う

i
f
f

k
↑
ケ
し
力
j
迄

l‘

:
'
怜
均

i
ヵ
!‘

次
郎
人
夫

り
ふ
名
~
ん
な
翡

f

履
叶

t

も
↓
虎
左

~
わ
ぁ
‘
峠？し

ナみ
（

9
可
劇
オ
く
直

人
｝
中
、
な
t
脅

？ふ．；枷戸た

(142 x 633mm) 

打
之
候
而
も
く
る
し
か
る
ま
し
く
候
哉
。
不
宜
候
ノ
張
紙
被
成
、

外
之
名
前
二
御
改
可
被
下
候
。
印
判
之
巾
、
成
部
手
紙

二
何
共
無

之
候
。
惣
而
ケ
様
之
物
二
印
形
無
之
も
多
打
之
候
。
無
印
二
而
不

苫
と
被
存
候
。
上
野
殿
よ
り
、
因
面
印
ハ
．
枚
ミ
ミ
ニ
い
た
し
候

様
二
と
の
市
と
被
存
候
。
先
此
仙

二
而
御
登
せ
可
然
什
候
。
御
厨

子
へ
も
宜
御
巾
被
下
度
候
。
萬
奉
面
卜
候
。
以

K

廿

q
H

itl
そ
両
金
御
受
取
、
御
念
入
候
御
汲
、
落
手
仕
候
。
以
ト
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ざ
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噂
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？
サ
勺
九
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内

►`
ら

f
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f
ぢ

[礎
稿
作
製
者
]

飯
介
洋

一
•

井
上
敏
幸
・

大
庭
卓
也
・

樫
澤
船
チ
．

勝
又
基
・

化
片
森
・

川

平
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